
道路政策の質の向上に資する
技術研究開発

技術研究課題の募集
産・学・官の連携を強化し、

「学」の知恵、「産」の技術を幅広い範囲で融合することにより、
道路行政ニーズを実現するための技術研究開発を、研究者の方々から広く募集しています。

1.募集する研究テーマ

分類 ＦＳ研究
（ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｽﾀﾃﾞｨ）

短期研究 本格研究

概要

研究規模 500万円程度から最大5,000万円/
年

研究期間

最大１年間程度
１年間程度/回

（同じテーマで連続２回まで
申請可能）

最大３年間程度
（中間年度毎に実施する中間
評価の結果を踏まえて、次年度

の継続可否を決定）

募集
・採択

年1回募集し毎年３月頃に採択を
決定。年間5件程度の採択を想定

2.応募方法

３.審査方法・基準

※国土交通省道路局HPから提案様式をご記入の上、
電子メールにてご提出ください。

〇審査方法
提案書類の審査は、国土交通省道路局に設置する、学識

経験者等で構成された「新道路技術会議」において行います。

最大300万円/年

通年募集し年間4回採択を決定
年間10件程度の採択を想定

〇募集要領等
国土交通省道路局HP で公開
（ https://www.mlit.go.jp/road/tech/shinki/koubo.html）

〇応募期間 FS研究・短期研究：通年募集（通年募集し年間4回採択を決定）
本格研究：年1回（年1回募集し毎年３月頃に採択を決定）

〇提出・問い合わせ先
〒100-8918 東京都千代田区霞が関二丁目一番三号
国土交通省道路局 国道・技術課
新道路技術会議事務局
「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」募集係

hqt-sindourogijutsu@gxb.mlit.go.jp

○道路行政の技術開発ニーズに対応する研究開発
以下の７つの施策テーマ毎に設定した道路行政の技術開発ニーズに対応する研究
※道路行政の技術開発ニーズ：国土交通省道路局HPで公開済み
（https://www.mlit.go.jp/road/tech/donyu/index.html）

※7つの施策テーマ：
(1)防災・減災が主流となる社会の実現
(2)持続可能なインフラメンテナンス
(3)持続可能で暮らしやすい地域社会の実現
(4)経済の好循環を支える基盤整備
(5)インフラ分野のデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）
(6)インフラ分野の脱炭素化・インフラ空間の多面的な利活用による生活の質の向上
(7)道路施策の実効性を確保

○提案型研究開発
（道路行政の技術開発ニーズに記載はないが、）新たな発想に基づく研究開発の提案で、
道路行政の進展に資するもの

通年募集中
（第4期：～2月末締切）

〇審査基準
審査は「研究の必要性」、「研究成果の有効性」及び

「研究計画の妥当性」の観点から行います。

Ｒ７年度スケジュール

Ｒ７年度募集終了
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4.研究開発から社会実装に向けた流れ（イメージ）

FS研究・短期研究の採択実績(R4～R6年度)

【FS研究】
FS研究は本格研究の実行可能性調査として実施するもの

であり、研究期間は最大1年間程度です（年度またぎでの実
施も可能）。FS研究では、当該研究の実施状況や成果を踏
まえ、実施中または実施後に本格研究への応募が可能です。
本格研究としての採択後は最大3年間程度の研究実施後、現
場での試験施工等を経て最終的に社会実装へと繋がります。
【短期研究】
短期研究は短期小規模の研究であり、研究期間は1年間程

度/回です（年度またぎでの実施も可能）。同じテーマで連
続２回まで申請可能ですが、本格研究への応募は実施後の
みになります。短期研究の社会実装に向けた流れとしては、
研究実施後に本格研究に進むケースと現場での試験施工等
に進むケースがあります。

研究展開の事例紹介（ 横浜国立大学・田中 伸治 教授）

★FS研究終了後、本格研究へと展開（R6年度～実施中）

反転十字交差点

▲反転インターチェンジ

FS研究名 研究期間 研究概要

平面交差部の安全性と円
滑性を向上させる反転交
差点の技術研究開発に関
する実行可能性調査

R4～R5 安全性と円滑性を向上させる新しい
平面交差形式である反転交差点の技
術研究開発に向け、文献調査や机上
検討による実行可能性調査を行う。

本格研究名 研究期間 研究概要

平面交差部の安全性と円
滑性を向上させる反転交
差点についての技術研究
開発

R6～R8
（予定）

立体交差によらず平面交差のまま安
全性・円滑性を向上させる反転交差
点の性能評価に加え、社会経済的な
評価や利用者・市民の受容性も加味
した導入指針を作成する。
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